
ものづくり「21世紀品質」開発の

循環図



UD21にいがた http://www.ud21niigata.jp/

特定の対象を想定したアプローチだけではなく、高齢者、子ども、障害者な
ど誰でもが使いやすいように設計された、モノ・サービス・環境・コミュニ
ケーションを意味します。さらに広義には、自然環境との調和や、エネル
ギーの循環を根底にした、人類存続のためのグランドデザインコンセプトで
す。
具体的には、「共用品」＆「パワーデザイン」＆「エコデザイン」の三要素の
融合を視野においた開発を目指します。

●亀田製菓の開発した嚥下障害の方でも飲み込みやすい
「ふっくらおかゆシリーズ」

●青芳製作所の開発した介護用スプーン

「UD21・にいがた」は、まだ小さなグループで

すが、ユニバーサルデザインのコンセプトのも
と、次のような夢を掲げています。
１）高齢者・障害者・子供たちが暮らしやすい
生活環境の創造を目指そう。
２）企業が21世紀を生き延びるための処方箋

としての、新しいビジネスモデルを生み出そう。
３）「新潟の技、資源、叡智」を生かす異業種
連合として、いずれは統一ブランドを全国に発
信しよう。
究極の目的は、21世紀の子供たちに、この豊
かな新潟を残す企業活動にします。

｜青芳製作所｜朝日酒造｜石山味噌醤油｜伊藤商店｜亀田製菓｜きむら食品｜
｜ コロナ ｜佐藤食品｜サトミ産業｜ツインバード工業｜総合生協｜福田組｜
｜北越工業｜本間組 ｜新潟大学｜ユニバーサルデザイン総合研究所｜



動作が楽になる調理用具シリーズ

青芳製作所--
調理用具

【デザインの特色】
（1）手首や指の関節に無理がかからないデザインなので楽に

調理が出来ます。
（2）立位および座位での調理動作に対応できる機能性を持っています。
（3）用具は軽くしてありますが、中身が重い場合や力が弱い場合に

両手で使いやすい形態です。
（4）少ない力で持ったり、切ったり出来る形態です。
（5）握力が弱い人、片手で調理する人が使いやすい形態です。
（6）充分な安全性を備えています。
（7）調理用具として愛着がもてるデザインです。

株式会社 青芳製作所



軽さと持ちやすさ、そして食べやすさが魅力のカ
トラリー・ライトシリーズ

青芳製作所-カトラリー



UD21にいがた 新聞記事



UD21にいがた 黒酢栽培米
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Bioすいはんき



システムキッチンの概念を根底から変えるキッチンが誕生します。
原点は長く使い続けていただけるための「サスティナブル・デザイン」という新しい考え方。
それは収納スペースを自由にアレンジできるゲート＆キューブシステムと、気軽にキッチン
カラーを替えられるスイッチフェイスによって実現されます。
変わらない価値。自分だけのスタイル。
新しいライフスタイルを作り出す新しいシステムキッチン。
〈アクティエス〉誕生です。



漆職人



グローイングファニチャ･グローイングビレッジ「木笑園」
ジョン・ギャスライト事務所

接木や曲げといった古くからある技術を用いて、生きている木を
そのまま家具にしよう、 というのが「グローイングファニチャー」で
す。時間をかけて育成するプロセスを楽しむエコプロダクトとして、

これまでにない新鮮な視点を与えてくれます。愛知県瀬戸市で地
域の人々とともに「グローイングビレッジ・木笑園」 をプロデュース

するジョン・ギャスライトは、生命に寄り添う「グローイング」という
概念を、21世紀のキーワードと捉えています。 人と自然が共に

成長していくことにより、モノが生まれ、街が形成される。住民は、
自分のすんでいる街が日に日に元気になっていく様を実感するこ
とができる。長い時間をかけて自然との共生を目指すバイオプロ
セスデザインを提案しています。

グローイングファニチャー



愛・地球博 自然体感プログラム「グローイングヴィレッジ」

愛知博・グローウィング

グローイング･ホーム
廃味噌樽のツリーハウス

チェーンソー･アート

グローイング･チェアー
接木の技術で育ってゆく椅子 サーカス･ツリー



さざなみシリー
ズ

従来、フラットな表面仕上が主であった
木素材の床・壁製品に、伝統的な手斧
加工や鎌倉彫り風の加工を施し、本物
の無垢材の深み、年輪を活かし、自然な
風合いに仕上げた、まったく新しい内装
材で、多用途に使用できます。又、表面
切削加工、研磨仕上、塗装工程までを
量産化することにより、安定的に供給出
来ます。

塗装にはトルエン、キシレン、スチレンを
含まない安全性の高い塗料を使用して
います。

商品のポイント デザインのポイント

1 床材としての使用は、歩行感、ノンスリップ性、歩行誘導性

がある。

2 光によって、陰影が生まれ、視覚的な変化を生み出している。

3 無垢材だからできる表面加工であり、自然素材、健康素材

である。

1 表面加工による凸凹は、陰影がさざなみのような視覚効果

を生み出している。

2 表面加工による凸凹は、歩行感触などの触覚的効果を生

み出している。

3 従来フラット材と併用することにより、双方の効果が活かさ

れている。



超 越 紙 株式会社 飾一 超越紙研究所
【〒230-0045】 神奈川県横浜市鶴見区末広町1-1-2

（産学共同研究センター内F号室） TEL045-521-6186



飛騨フォレスト株式会社「健康ひのき畳」

飛騨フォレスト 畳

ひのきには特有の心地よいにおいがあり、 様々な働きがあります。ひの

きの香りは木の大敵である腐朽菌を抑え、ダニの繁殖を抑制し、室内を健
康に保ちます。 ひのきの葉が鮮魚の下に敷かれているのはカビや細菌の

繁殖を抑え、また酸化を防止して腐敗から食品を守る作用があるからです。
注・施工後（数ヶ月間）はイグサの香りが強いです。香りの感覚は個人差が
あります。

また、木の香りがイライラを抑え、 リラックスした状態を作り出すこと（森林

浴効果）も明らかにされ、香り成分を取り出して芳香剤や入浴剤、防虫・防
菌剤などに積極的に利用されるようになりました。ひのきをふんだんに使っ
たひのき畳にもこうした森林浴効果、防虫・防菌作用が期待できます。

ひのき畳と従来品のわら畳の耐久性を比較しました。 平均的なわら畳は、長く使うとへた
り（でこぼこしてくる）がでますが、 ひのき畳はほどよいクッション性を維持しながらより長
持ちします。 ひのき畳は長い目でみれば、コストがかからず限りある資源の有効利用に

つながります。

わらを超える優れた耐久性で長持ち

森から畳が生まれた？

地球環境にやさしい

ひのき畳の主原料のスライスチップはひのきの間伐材や小径木（細いもの）から作られま
す。 間伐材とは間引きされた木です。山に植林された木は、大きくなるにしたがって、一
定期間ご とに間引きする必要があります。 間引きすることで、住宅の柱などに使う大き
な木を育てることができ、また土砂災害などから 森林を守ることができます。 飛騨フォレ
ストは限りある天然資源を有効利用して、接着剤を使わない画期的な製造法で 高品質
の畳に仕上げました。（特許出願中）

ひのき畳は天然素材を使っているのでリフォーム時の処分が容易です。 野積みしても土
に還り、焼却してもダイオキシンなどの有害物質を出しません。 これからの地球環境を
考え、自然素材にこだわった畳です。 平成11年には エコマーク商品に認定されました。



漆職人





サステイナブル庄助さんの庵 東京ガスショールーム ＯＺＯＮＥ
コンセプト 赤池 学 設計（株）黒岩哲彦都市建築設計室

朝寝、朝酒、朝湯が大好きな小原庄助さんの生活をモチーフとした「サスティナブル庄助さんの庵」。
ゴロゴロしながらマイペースに人生を楽めるプライベートな空間を想定しました。自然の素材を日本の伝統工法で組み上げ、座敷・風呂・便所の
仕切りを無くし、大らかでゆったりとした空間の中に、お酒を飲んだり本を読んだり、好きな時に好きな事が出来る工夫も取り入れてみました。また、
ただのんびりとした田舎暮らしへの憧れだけではなく、そこに先進技術を駆使し、環境と未来に配慮した家造りに取り組んでみました。

日本人は縄文以来、“自然界の利子”をエコロジカル、か

つアートフルに活用してきた世界屈指の民族です。私は、
そんな日本人が培ってきた感性や物作りの価値観、自然
のリズムに身を任せた暮 らしを再評価したいと考えます。

いわば、人生をゆっくりと味わう小原庄助さん的ライフスタ
イルを大切にしていきたい。そして、そんな暮らしを次世代
のリビング技術が裏打ちする、“温故知新”な家造りを提案
します。

今多くの住宅メーカーが加齢者対応住宅について研究を
行っていますが、年をとったときの自分がどのように生き
たいのか、その生き様を子孫に伝えるために、どんな哲学
や造作を死後も残る住まいのなかに刻み込むのか。その
思いを語り出すことが、ユニバーサルデザイン住宅を造る
王道ではないでしょうか。



熊本県小国町「小国型健康住宅」
http://www.town.oguni.kumamoto.jp/ おぐに健康住宅

地域振興課
869-2501 熊本県阿蘇郡小国町宮原１５６７－１
Tel : 0967-46-2111[内線 737]
FAX : 0967-46-2368
email : k_hasebe@town.oguni.kumamoto.jp
登録日 : 2003-01-30
最終更新日 : 2003-01-30
最終閲覧日 : 2003-04-04



井村屋の
循環型社会への
取り組み



エコスペース

バックヤード

屋上

メタンタンク

生ゴミ・下水汚泥

ガス
ホルダーバイオガス ガス

エンジン

液肥タンク

電力・排熱・炭酸ガス(トリジェネ)

液肥化した廃液

アンテナキッチン
レストラン

エコベジタブル
システム

(水耕栽培圃場)
収穫物

マイクロ
風力発電
ビルボード

太陽光パネル
発電

「シティ・バイオマス・ラボ」

●「グローイングファニチャー」
●廃タイヤゴムチップを利用した

屋上緑化システム
●「カブトエビ」「ホウネンエビ」を
通年導入した「有機栽培水田」

「センター・フォー・エコデザイン」

「NPOプラットホーム21」

環境
インキュベート

施設

丸の内ファーマーズクラブ

● 「漆器、陶芸、左
官などのサイン・シン

ボル」

小型分散型
超高効率化

●「水素生産システム」
●水素活用の「燃料電池コジェネレーション

システム」

電力

メタン発酵プラント

将来的には
燃料電池も

電力・俳熱(コージェネ)



エコベジタブルシステム

エコベジタブルシステム



Otemachi-Café / 大手町カフェ



あおもり・バイオマス推進のための戦略プロジェクトのご提案

あおもり発！海のスローフード

"眠れる水産資源"を事業化するスローフィッシュプロジェクト

ＳＬＯＷ ＦＩＳＨ
ｅａ

ｓｏ
ｎ

ｏｃ
ａｌ

ｒｉｇ
ｉｎ

ｏｎ
ｄｅ

ｒ

旬を味わう青森観光を創発する

伝統的な食の愉しみをブランド化する

あおもりを味わう。
あおもりで味わう。
あおもりから始まる。

Ｓｅａｓｏｎ

Ｌｏｃａｌ

匠の技で新たな加工水産業を開発するＯｒｉｇｉｎ

夢のある未来の漁業を提案するＷｏｎｄｅｒ

２００５/２/２２ ユニバーサルデザイン総合研究所 赤池学



あおもり・バイオマス推進のための戦略プロジェクトのご提案

新たなあおもり型
スローライフの提案

有機の里づくり
地域特産品づくり

スローライフ
スローフード 社会的浸透が進む

さらなるブランド強化に向けた発信

スローフィッシュプロジェクトの概要

Ｓｅａｓｏｎ
旬のものがたりのある感動食材づくり
大間まぐろに続く漁師の薀蓄や目利きの知恵が詰まった最上級食材の提案とブランド化
ex．陸奥湾ホタテ、十三湖シジミ、小泊海峡メバル、横浜ナマコ、八戸キチジ、日本海オニオコゼ、など

希少価値の高い高級食材となる雑魚外道類の再発掘、
伝統食としての惣菜魚、伝統的な地域呼称、漁師言葉のブランド化
ex．小泊のマコガレイ、マゾイ（キツネメバル）、クジメ、アイナメ（アブラッコ）、コチ、ネズッポ（トビヌメリ）、

ケムシカジカ、ヘチョナガ（アサヒアナハゼ）、サチ（トクビレ）、コトブキ（ホウボウ）、カナガシラ、
ホテイウオ(ごっご）、青森の赤ボッケ、赤石川の赤鮎、福地村のなまず、下北サクラマスなど

Ｌｏｃａｌ

Ｏｒｉｇｉｎ 魅力ある加工食品の開発と農工業の振興
ex．陸奥湾ホタテのうろ由来の魚醤、ゴッコのキャビア、深浦のつるつるわかめ、雑魚の燻製、粕漬けなど

鮮度保持・高付加価値化の新技術の開発
ex．氷温貯蔵、急速冷解凍など

養殖技術、食味向上のための新技術の開発
ex．品種改良、新種開発、環境対応、コスト削減

海藻類の資源化、バイオマス事業化 ex．エネルギー、生分解プラスチック、有用物質の抽出

Ｗｏｎｄｅｒ

２００５/２/２２ ユニバーサルデザイン総合研究所 赤池学



あおもり・バイオマス推進のための戦略プロジェクトのご提案

スローフィッシュプロジェクトの成果イメージ

農林業振興 食品加工業振興

酒・醸造業振興

ＳＬＯＷ ＦＩＳＨ

1次×２次×３次＝スロー６次産業の創出

バイオマス・ニッポン
アグリバイオ事業等
ナショナルプロジェクト
の支援

大学ＴＬＯ、
２１世紀ＣＯＥ等
との連携

旅行代理店
百貨店、
物流事業者等
との連携

製造業
メーカーの
開発部署等
との連携

国 学 産(工) 産(商)

青森漁連の戦略事業開発を支援

スローフィッシュ開発機構の設置

観光業振興 機械製造業振興

県内では
スロー商材の開発を普及する

ブランド観光パッケージ
地域コンセルジュの開発

大消費地では
連携推進・販路開拓拠点となる

アンテナショップ
アンテナ割烹の開発

研究振興
漁業振興

２００５/２/２２ ユニバーサルデザイン総合研究所 赤池学



自然にまなぶものづくり〜シルクタンパク質の特性

シルクタンパク質の特性

生体親和性

無味無臭形状変化

UVカット制菌性

吸脂性
（吸着性）

資料提供：東京農業大学昆虫機能開発研究室





たんぱく質フィプロインの用途と
シルクたんぱく質セリシンの活用技術



竹や麻や紙などといった自然素材を用いたデザインで興味深い提案を行っていたのが、スパイラルで開催された「ランデブー・
プロジェクト」展で発表された津村耕佑の「silky way」と題されたシルクの服である。ランデブー・プロジェクトは、素材や技
術を開発してもそれを製品に応用する際のアイデアが欲しい企業や研究者と、アイデアはあっても技術や素材の情報が十分得られ
ないクリエイターをランデブーさせ、新しいものづくりを試みようというプロジェクトである。
もともと既存の素材の新しい表情を発見するのがうまい津村耕佑は、東京農業大学昆虫機能開発研究室でシルクの再利用を研究

する長島孝行博士とこのプロジェクトで出会い、シルクのリサイカブルな機能性と可変性に注目したという。シルクは「高い」と
いう印象が強いが、リサイカブルな素材であることはあまり知られていない。シルクはたんぱく質であり、塩化カルシウムで溶解
する。溶解したシルクたんぱくは、固形にも皮膜状にも成形が可能だ。染められていれば色素は残るが、溶解したシルクをまた利
用することができる。また、我々が知っている養蚕のシルク「ピュア・シルク」のほかに「ワイルド・シルク」とよばれる野蚕の
シルクがあり、野蚕の種類は何百もあり、インドネシアでは、野蚕の養蚕がプロジェクト化されているのだという。

こうしたシルクのリサイカブ
ルかつ食品や化粧品などに利用
される多目的性に注目した津村
は、「silky way」で荒く編ん
だ野蚕のシルクニットをトルソ
に着せ、その上に直に蚕を這わ
せることで、蚕の吐き出すシル
クを不織布のように絡ませてド
レスを製作した。織り物ではな
いので、伸縮性はないが、積層
する原糸が雲のようなテクス
チャーを見せた。伝統的な自然
素材はいわば永遠のリサイクル
素材として注目されるが、リサ
イクルはもはやスローガンでは
なくデザインの必要条件となり
つつある。津村と長島博士の試
みは日本がかつて誇っていた伝
統産業にも再びスポットをあて
る契機になるかもしれない。

津村耕佑「東京コレクション」より 写真提供＝A-net inc

津村耕佑の「silky way」





中部千年共生村
出展者 : 中部広域出展実行委員会（富山県・石川県・福井県・長野県・岐阜県・静岡県・愛知県・三重県・滋賀県）

URL: http://mag.cjn-online.com/chubu2005/

中部千年共生村は、中部９県が共通のコンセプトのもとに一体となって出展する共同出展パビリオンです。

愛知博・中部共生村-外観



ウジ虫を使うズーコンポストシステム



生体防御たんぱく質の生合成



農水省の「昆虫産業創出プロジェクト」とは



構造色のメカニズムと
構造色をもつ昆虫





プロトタイプ「Hallucigenia 01（ハルキゲニア・ゼロワン）」

Cyclops は一つの目（CCDカメラ）と柔軟

な脊椎構造を持つ人型インタラクティブ
マシン。「まなざし」「柔らかい動き」を
キーワードに、将来のロボット技術と人
間の関わり方を探る実験的作品です。こ
のマシンは2001年、日本科学未来館に

て開かれた「ロボット・ミーム」展のために
製作されました。また、2002年9月から、
オーストリアのArs Electronica Centerに
て常設展示されています。



再生医療

無重力下での幹細胞培養 無重力で培養すれば未分化の状態を保ち、免疫拒絶反応が軽減。
未分化で大量培養して同種移植用に供給、再生医療の普及へ。

弓削 類 広島大学医学部保健学科・講師

物理的な刺激により細胞の分化を制御
副作用少ない再生医療の実用化を目指す

微小重力下における
間葉系幹細胞の培養（左写真）

↓
物理的刺激（電場、磁場、重力など）

による細胞の分化制御
↓

細胞の投与（再生医療）

弓削講師の開発した微小重力発生培養装置「3D-クリノスタット」と再生医療の戦略
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